








3 年間を通じてのまとめ 

 1)時間的・体力的・経済的負担の軽減のためには居住地の近くに訓練指導施設が作られ

ることが一番である。 

 2)心理的負担軽減のためには母子入院,母子通園施設が大きな役割を果たす。 

 3)重複障害をまとめて検査・治療出来るセンターが望まれる。 

 4)早期訓練に適した独自の経済的援助が必要。例えば半年毎に書替える方式,母子入院等。 

 5)ホームヘルパー制度。 

 6)地域保健活動による啓蒙。 

 7)母親の職業の保障。 

 現在ある施設を利用しながら,上記のような条件を満たすにはどのようにすればよいか。

先ず,各地に分散した小さな施設(通園時間 30分以内にあり,外来訓練指導や簡単な診療が

出来,通園施設を持つ。診療所と保育園が一緒になったようなものがよい。通園部は保育園

の一部にあり,健常児との接触もある)に勤務する Dr.や PT(ST・OT)らがセンター的な大き

な施設(種々の検査や治療が出来,母子入院も可能)にも属し,自分が入院させた患者の治療

にも当たれる。センター施設の Dr.や PT らは入院患者の教育,全身管理,治療内容の評価,

などを受持ち,センター周辺の患者に関しては,小施設と同じ役割を持つ。データは共通で

使える中央情報システムにする。 


